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居住するバントゥ系の民族で、ケレウェ語（環ビクトリア語群、 E24) の話者は推定 10 
万人である 1)。ケレウェ人の起源は、ウガンダ北西部のニョロ王国に発すると言われ、そ
の南方のンコレ王国と系譜を同じくする 2)。 1 7世紀には Silanga氏族による王国支配が
始まり、タンザニア独立まで 17代の王を数える歴史をもつ。
現在ウケレウェ島とその回りの島々は、タンザニアの行政区の一つであるウケレウェ県






















































「ちなみ名」が表す状況は大まかに、 1) 妊娠時や出生時の状況、 2) 出生時の家族や回











1. Kabunazya(M/F) <Kabunootoozya> 7 > 
2. Lukanazya(M) <Lukanchuma> 
-nazya 「苦しめる」 8)
「なかなか妊娠せずに苦労した。」
3. Kulunalila(M) <Kulusumbizya / Saaluucha/ Kuletela> 
-nalila 「困難にあう」
「なかなか妊娠せずに苦労した。」
4. Malibate, Malibatilo(M) <Mapandile> 
-libata 「歩く」 <ipande> 「大通り」
「母親が妊娠薬を探して歩いた。」
5. N amiti(F) <N amibazi> 
omuti 「薬」 <omubaz1> 
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「妊娠する薬（呪術医から得る）をのんでやっと子供ができた。」
6. Kamuhanda(M) <Kamuzelengi> 
omuhanda 「道」 <omuzelengi>
「道で生まれた。あるいは、母親が妊娠薬をもらいに呪術医の所に通った。」
7. Matambo(M) <Matansyo> 
-tamba 「犠牲を捧げる」
「なかなか妊娠しなかったので犠牲を捧げて祈った。」
8. Lukanga(M) <Lwanyumba> 
-kanga 「驚く」 <nyumba>(Sw) 「家」，）
「諦めていたのに生まれて驚いた。」
9. Bugonoka(F) <Bugenecha> 
-gonoka 「突然現れる」 <-genecha> 
「諦めていたのに予期せず生まれた。」
10. Katuula(M) <Kagemula> 
-tuula 「住む」 <-gemula> 
「妊娠期間が長く、生まれるのが遅かった。」
1. Lugangizya(M) <Lunan切a>
-ganga 「遅れる」 <-nana> 「耐える、保つ」
「妊娠期間が長く、生まれるのが遅かった。
12. Lweganwa(M) <Lwenenya / Lwenanwa> 
-igana 「気をつける」
「妊娠中、母親が人々から世話をしてもらった。」
13. Gabunga(M) <Gazenga> 
-bunga 「他の所で子供を生む」 <-zenga> 
「実家などに帰って出産した。」
14. Bagwele(M) <Kuhetuka / Kwitukumula> 
-gwa 「落ちる」 <-hetuka> 
「母親が暴れて落ちるように生まれた。あるいは、子供が背中やベッドから落ちた。」
15. N akabaaga(F) <N akachinj a> 
-baaga 「屠殺する」 <chinja>(Sw) 「屠殺する」
「子供が生まれてお祝いに家畜を殺した。」
（あるいは、それくらいの大きな喜びだったことを表している。）
16. Lusato(M) <Lusolongi> 




18. Nansaato(F) <Nandaatwa> 




19. Mazula(M) <Matwego> 
20. Nanzula(F) <Natwego> 
enzula 「雨」 <entwego>
「雨の時に生まれた。」
21. Kanaana(F) <Katoonanga> 
olunaana 「小雨」 <-toona> 「滴る」
「生まれた時、小雨が降っていた。」 （頻繁に子供が生まれた事を表す場合もある）
22. Magesa(M) <Matwengo> 
-gesa 「収穫する」 <-twenga> 
「収穫期に生まれた。」 11) 
23. Namwelo(M) <Namulabucha> 




24. Balongo(F) <Mukwatane> 
amalongo 「双生児」 <amakwatane> 
「双子に生まれた女の子の名前」
2 5. Kakulu(M/F) <Kaziluke> 
















30. Mafwele(M) <Manegeki> 
-fwa 「死ぬ」 <-negeka> 
「生まれる前に子供が続けた死んだ。」
31. Luhega(M) <Lunenya> 
lu- (olufu 「死」の主格接頭辞） —hega 「人を押しのけて通る」
「死が人を押しのけてやってきた。」 （人が死んだ）
32. Lulegu(M) <Lunega> 
-legu 「酷いことをする」 <-nega> 「殺す」
「死が酷いことをした。」 （人がたくさん死んだ）
33. Lwitakubi(M) <Lunegakubi> 
-ita 「殺す」 kubi 「悪く」 <-nega> 
「死が人をたくさん殺した。」
34. Bituulo(M/F) <Bigale> 
35. Labiina, Nabiina(F) <Nabiigale> 
ekituulo 「墓」 ekiina 「墓（溝や水の深みなどをさす)」 <ekiigale> 
「墓だらけ」 （この子が生まれる前に何人も子供が死んで回りは墓だらけ。）
36. Wabiswa(F) <Wabigina> 
ekiswa 「アリ塚」 （墓の形に似ている?) <ekigina> 
（何人も続けて子供が死んだ後に生まれた子につけられる。 34,35と同意。）
3 7. Kezilahabi(M) <Kezilahalegu> 
38. Mwizalubi(M) <Mwizalulegu> 
-izila, -iza 「来る」 habi, lubi 「悪い時」 <halegu, lulegu> 
「悪い時に生まれた。」 （人が死んだり飢饉などがあったりした。）
39. Mahendeka(M) <Makoonoka> 





41. Kahabi(F) <Kanoota> 
42. Muhabi(M) <Munoota> 
omuhabi 「哀れな人」 <omunoota> 
「哀れな時に生まれた。」 （女の子なら喪中に生まれた。男の子は家族が貧しかった。）
43. Buzune(F) <Butwego> 
obuzune 「悲しみ」 <obutwego> 
「人が死んだ悲しみの中に生まれた。」
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44. Kinaabo(M) <Kwogooja> 
-naaba 「水浴する」 -oga(Sw) 「水浴する」
「喪の明けた日に生まれた。」 （喪の明ける日は ekinaaboと呼ばれ水浴にいく。）
45. Wanzala(M) <Wansununuki> 
46. N anzala(F) <N ansununuki> 
enzala 「飢餓」 <ensununuki> 
「飢饉の時に生まれた。」
4 7. Musaki(M) <Mutunzi> 
-saka 「飢饉の時食べ物を探しにいく」 <-tunda> (-gula 「買う」の代替語）
「飢饉の時に生まれた。」
48. Makene(M) <Tigeeta> 
-kena 「貧窮している」
「家族が貧窮していた。」
49. Munale(M) <Muhabi / Munoota> 
omunale 「身寄りのない人」 omuhabi 「哀れな人」 <omunoota>
「家族が貧しかった。」
50. Kanwagale(M) <Kahotoke> 
-nwagala 「干からびる」
「貧しくなったとか、一族が衰退してきたなどの状況。」
51. Kasigwa(F) <Kachulelwa> 
-siga 「捨てる」 <-chuleela> 「静かだ」
「親が出ていったり、あるいは早く死んだ。」
52. Naago(M) <Minswa> 
-naga 「捨てる、埋葬する」 <-minsa> 
「親が出ていったり、あるいは早く死んだ。」
53. Nagagwa(M) <Nagahetuka> 
-gwa 「落ちる、起こる」 <-hetuka> 
「子供が生まれたとき、死や事故などの悪い事件があった。」
54. Gatalya(M) <Gatasobya> 
-ta (否定の接辞） ーlya 「食べる」 <-sobya> 
「食べられない。」 （誰か病気の人がいた。）
55. Gatahwa(M) <Gataswalucha / Gataswalwa> 
-taha 「汲む」 <-swalucha> 
「汲まれない。」 （汲む酒や水がなかった？）
56. Maengeela(M) <Maenzuuka> 
5 7. N akuyenga(F) <N akuzenga> 
-engeela, -enga 「うろつく、あちこち移り住む」
「新しい土地に移り住んだ。」 （あるいは、親があちこち移り住んでいる。）
58. Magayane(M) <Mahatane / Manananye> 
-gayana 「罵り合う」 <-hata> 「きらう」
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「家族が仲が悪かった。」
59. Bahelana(M) <Bateesyanya> 
-hela 「うんざりする」 <-teesya> 
「家族がお互いに嫌い合っていた。」
良い状況を表す名前には次のようなものがある。
60. Muleebo(M) <Muliisya> 
61. Ilelema(M) <Ilelucha> 
62. Milembe(F) <Minogile> 
omuleebo, ilelema, omulembe 「平和」 <-liisya> 「食べさせる」 <-noga> 「柔らかい」
「平和なときに生まれた。」
63. Chehaga(M) <Cheesobya> 
-haga 「膨れる、太る」 <-sobya> 「食べる (ensindo)」
「隆盛を誇っていた。」 (Sita氏族（王族の葬儀を司る氏族）の男性名）
64. Kigobo(M) <Kihetulo> 
ekigobo 「桟橋」 <ekihetulo> 
「（父親か祖父が）親族から頼られる存在となった。」 （他の長老が死んだなどで）
65. Namulanda(M) <Namulatucha> 
-landa 「蔦がはう」 <-latucha> 
「蔦が伸びるように子孫が繁栄している。」
66. Luhumbika(M) <Lusumbya> 12i 














68. Sulusi(M) <Mbango> 
「ドイツ植民地官の名前から。」 (Schultz?) (<Mbango>はfirstnameから？）
69. Kabati(M) <Kabweta / Ihweta> 
「ドイツ植民地官の名前から。」
bati(Sw) 「トタン」に発音が似ている。 (batiの代替語は <ihweta>)
（あるいは、文字どおり「トタン」という意味のあだ名でもあり得る。）
70. Mganga(M) <Musesani> 
mganga (Sw) 「医者」
「ドイツ人がきて医療活動をしたことを記念した名前 (1912,._,14年頃）。」
71. Musilikale(M) <Musilikinza> 
omusilikale 「兵隊」
「第一次世界大戦の時、 ドイツ人が徴兵にきた。」
72. Mutanki(M) <Mutansyo> 
mdachi (Sw) 「ドイツ人」
「ドイツ領時代に生まれた。あるいは、 ドイツ人を見た。」
73. Ngere巧a(M) <Mudui / Mujeremusi> 
「イギリス人」 <mdui>(Sw) 「敵」 <mjeremusi> 「ドイツ人」
「イギリス領時代に生まれた。あるいは、イギリス人を見た。」
7 4. Mutobesya(M) <Mutulaanisya> 
-tobesya 「税を払わせる」
「植民地時代、徴税が始まった。」
75. Musungaleeli(M) < -> 
-sunga 「掛ける」 leli (英語） 「レール」
「英領時代、ムワンザまで鉄道が建設された(1928年完成）。」
76. Kazana(M) <Muhimil切a>
kazana (Sw) 「努力する」 <-himili勾a> 「急がせる」
「イギリス植民官 (CaptainLoyd?)が「働け、働け」とはつばをかけた (1940年代）。」
77. Mazani(M) <Mazoea> 
「16代Luhumbika王の時代に太鼓を持ってきて叩き方を教えたスクマ人の名前
(1919,..__,25年頃）。」 <mazoea>(Sw) 「練習」
78. Mazebele(M) <Kunemwela> 
「1937年に Luhumbika王を訪ねてやってきたシニャンガのスクマ人王の名前。」
<-nemwela> 「いつも人に物を頼む」 （スクマ語 mazebeleの意味を解釈したもの）
79. Manda(M) <Malatucha> 1 3> 
「1906-8年頃いたインド人の名前。」








80. Bonabibi(F) <Kebukabibi> 
-bona 「見る」 <-kebuka> ebibi 「悪いこと」
「多くの悪いことを見た。」 （人が死んだとか困難が続いたとか。）
81. N agabona(M) <Ndagakebukile> 
82. Ndagabwene(M) <Nagakebuka> 
83. Nagabwene, Nambona(F) <Ndagakebukile> 
-bona 「見る」 -bwene (-bonaの完了形） —ga (「多くのこと」を表す目的接辞）
「多くのことを見た。」 （人の死や災難、苦労など。）
84. Lubona(M) <Lukebuki> 
lu- (olufu 「死」の目的接辞）
「死を見た。」
85. Nagona(F) <Namengi> 
-gona 「全部」 <-ingi> 「多い」
「すべて。」 （悪いことはすべて体験した。）
86. Bazaalaki(F) <Baminsulaki> 
-zaala 「生む」 <-minsula> -ki 「何」
「何を生んだのだろう。」 （続けて子供が死んだ。この子も死んでしまうかも知れ
ないのに。）
87. Mazigo(M) <Malelelmbya> 




-ta (否定の接辞 (subjunctive)) -isiga 「信頼する、頼る」
「信頼できない。」 （この子も死んでしまうかも知れない。）
89. Tilubuuzya(M) <Tilusinda> 
Ti- (否定の接辞） lu-(olufu 「死」の主格接辞） -buu巧a 「尋ねる」 <-sinda> 
「死は尋ねない。」 （死は突然やってきて人を奪う。）
90. Tilumanywa(M) <Tilusombookelwa> 
-manya 「知る」 <-sombookelwa> 「理解する」
「死は知られない。」 （死は突然やってくる。）
-30-
91. Tiluganilwa(M) <Tilunaanilwa> 
-gana 「途方に暮れる、嘆く」 <-naana> 
「死に対して嘆くことはできない。」 （いつまでも死を嘆いていても仕方ない。）
92. Tilusaasila(M) <Tilunaanilwa> 
-saasila 「同情する」 <-naana> 
「死は同情しない。」 （多くの子供が死んだ。死は容赦ない。）
93. Tungalaza(M) <lhagarazya> 






94. Bigambo(M) <Biyaago> 
95. Namagambo(F) <Namayaago> 
ekigambo 「言葉」 <ekiyaago> 
「言葉（悪口を意味する）。」（回りから悪口を言われたり、中傷されたりしている。）
96. Balinago(M/F) <Galihe巧aeyoliza> 
-lina 「持つ」 -ago( 「言葉」を指す指示詞）＜—he巧a> 「終わる」 <eyoliza> 「将来」
「彼らはそれ（言葉）をもっている。」 （回りがいつも悪口を言う。）
97. Bigeyo(F) <Binoomo> 
-geya 「陰口をきく」 <-nooma> 
「陰口」 （回りの者から陰口を言われている。）
98. Biseko(M) <Bitwengo> 
99. Gabaseki(M) <Gabatwengi> 
-seka 「笑う」 <-twenga>
「笑い。」 （回りの者から笑われている。蔑まれている。）
100. Buhatwa(M) <Bunanwa> 
101. Muhate(F) <Muneja> 
-hata 「嫌う」
「嫌われる。」 （回りの者から嫌われている。）




103. Lugola(M) <Lugeyula> 
-gola 「恥をかかせる」
「恥をかかせる、蔑む。」 （回りから蔑まれて恥ずかしい思いをさせられている。）
104. Bwita(M) <Bunega> 
bu-(obuwenzi(愛）や obusomi(能力）などの主語接頭辞） -ita 「殺す」 <-nega> 
「（愛や能力は）人を殺す。」
（自分が愛されたり、能力があったりすることを回りの者が妬んでいる。）
105. Mwangwa(M) <Munanwa> 




1 O 7. Balibonaki(F) <Balikebukaki> 








108. Bulihwali(F) <Bulizunaki / Bunegwaki> 




109. Bwizula(F) <Bwinwile> 
-izula 「一杯になる、満ちている」 <-inula> 
「愛が満ちている。」 （回りはいろいろ妬むが、私達は愛し合っているのだ。）
110. Ndibuhaga(F) <Ndibuneja> 
n- (1人称主格） ーdi(<-li遠未来接辞） ーha 「与える」 -ga 「誰」
「私がこの愛を誰に与えるの。」 （夫以外の人を愛するはずがない。）




112. Bugwahabi(M) <Buhetukalegu> 





113. Bandola(M) <Bankebukwa> 
-n(1人称目的接辞） ーdola(<-Iola) 「見る」 <-kebuka> 
「皆が私を見ている。」 （子供に恵まれて幸せな私を。）



















115. Sumuni(M) <Amusiini> 
thumuni(Sw) 「50セント」 <hamsini>(Sw) 「50」
「物売りの "Thumuni!Thumuni!"という売り声から。」
116. Mabilika(M) <Eliyabalaaya> 
birika(Sw) 「やかん」 <balaaya>(<Ulaya(Sw)) 「ヨーロッパ」
「やかんが入ってきた時期か？」 <Eliyabalaaya>は「ヨーロパの物」の意。
11 7. Maalimu(M) <Musomesha> 
mwalimu(Sw) 「先生」 <msomesha>(Sw) (勉強させる人）
「本人（あるいは父親）が先生だった。」




119. Mashauli(M) <Mabalaz;ya> 
shauri(Sw) 「協議、助言」 baraza(Sw) 「裁判所」
「裁判所ができた時期？」 （あるいは、家族が裁判にかかるようなことがあった。）
12 0. Magunila(M) <Mabunagu> 
gunia(Sw) 「ずた袋」
「ずた袋が入ってきた時期？」 （あるいは何でもがつがつ食べる人の意か？）






122. Balikobanaga(M) < -> 
-koba 「親戚つきあいする」 一na (相互形接辞） —ga 「誰」
「誰と親戚つきあいするのだろう」 （挨拶にも来ない無礼な兄弟へのあてつけ）
123. Bizumi(M) < -> 
ekizumi 「侮辱」 （誕生名「あてこすり名」の2)に分類される名前と同じような意
味かと思われるが、この名前はあだ名だと認識されている。）
124. Bulunge(M) <Buzaziko> 
-lunga 「味付けする」 obulunge 「料理に使う牛の油」
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125. Kagungulu(M) <Kazengane> 
-gunngulu 「現れる」 （成り上がり者？）
126. Kansola(M) <-> 
-n (1人称目的接辞） 一sola 「選ぶ」
「私は選ばれた。」
12 7. Kapapo(M) <Kataba> 
ipapo 「タバコ」
128. Katuuma(M) <Kagemecha> 
ekituuma 「できもの、こぶ、はれもの」
129. Manya(M) <Kuleguhala> 
-nya 「大便をする」 <-leguhala> 
130. Muhelo(M) <Mpaka> 
omuhelo 「境界」 mpaka(Sw) 






















132. Muhimba(F) <Mutaye> (Mutaye: Himba氏族の始祖と言われている）
133. Mukaya(F) <Wenseegu> (Kaya: Kula氏族から分かれた支氏族と言われている）
134. Mukula(F) <Wabwilo> (Bwilo: Kula氏族の故地と言われている）
135. Mutundu(F) <Uwachanda> (Uwachanda: Tundu氏族の故地と言われている）
136. Muyango(F) <Wabwela> (Wabwela: Yango氏族の故地と言われている（ウガンダ方面））
13 7. Masale(F) <Galongo> (Masale: Gembe氏族の女性をさす氏族名）
138. Kasaka(F) <Wabulala> (Kasaka: Bwalumi氏族の女性をさす氏族名）
139. Mugwe(F) <Muzeetuki> (Mugwe: Sita氏族の女性をさす氏族名）
140 Mungele(F) <Mumiilo / Nkole> (Mungele: Miilo氏族の女性をさす氏族名）
141. Musegena(F) <Wabingi> [ Segena氏族の女性をさす氏族名には Wabingi, Magali, 
142. Magali(F) <Engomoke> Wakitaleなどがある。 ］ 
143. Muchuma(F) <Kagondo> 
144. Mugabe(F) <-> 
145. Muhindi(F) <Mukumilizi> 
146. Mulanzi(F) <Mugeleezi> 
14 7. Muluhu(F) <W aliyongu> 
148. Musingo(F) <Weloba> 
149. Musonge(F) <Baheta> 
150. Musoosi(F) <-> 
151. Mutimba(F) <Welango / Kaboni> 
152. Muzubwa(F) <Mulegeya> 
153. Buyanza(M) / Muyanza(F) <Busalikwa/Musalikwa> 
154. Gembe(M) <Lusyanuke> 
155. Mukwaya(F) <Buzita> (Musoma方面の別民族 Kwayaか？）


























































例えば、 No.11の名前に含まれる動詞 -ganga 「遅れる」に対して ensindoは -nana 「耐
える、保つ」というケレウェ語をあてている（名前はそれぞれの動詞を派生させた形であ















































































いが、ケレウェ語の話者数は SIL発行の Ethnologue(13版 1996年）による。ちなみに後
述のジタ人について見ると、ジタ語の話者数は約 20万人とある。
2) Hartwig(1971)。
3) フレイザー (1951)、第 22章。












































1. Katobaha <Katatinwa> 
2. Kaseza <Kakwata> (omuseeza 「男」 <omukwata>)
3. Katobaha I 
4. Mihigo <Musegena> (cf: Silanga氏族は Segena氏族の分派と言われている）
5. Kahana <Kachungi> (-hana 「教え導く」）
6. Lutana Mumanza 
7. N ago <Minswa> (No. 52の名前に同じ）
8. Mihigo I 
9. Katobaha il 
10. Golita <Gomocha> 
11. Ruhinda <Lukumilizi> 
12. lbanda <Hege巧o> (ibanda 「小屋」 <ilege巧o>はibanga 「山」の代替語。）
13. Machunda <Maluutano> (-chunda 「搾った牛乳を容器に入れて振る」）
14. Rukonge <Lwamanzi> 
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15. Mukama <Mtemi> (omukama 「王」 mtemi(Sw) 「王、首長」）
16. Ruhumbika <Lusumbya> (No. 66参照）
17. Lukumbuzya (1981年、タンザニア大使としてカナダで客死）
13) 忌避名 <Malatucha>は 11-landa" (蔦がはう）の代替語 <-latucha>から作られている。
Manda が—landa に音韻的に似ていることから援用したものである。
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